
○イニシャルコスト（本体価格）のみではなく、ランニングコストや付帯工事コスト等の費用、さらに
必要に応じて環境・騒音等の価格以外の要素も加味した総合的な評価・判断により、トータル
コストの最安値先に発注することにより、調達価格の削減を図っております。

1.調達対象の概要
・変電所新設工事に伴う変圧器、開閉器購入

2.背景・課題など
・メーカーにより、当該機器における製造可能な機器
仕様が異なり、それぞれランニングコストおよび付帯
工事に差があるため、機器本体のイニシャルコストの
みでは評価が不⼗分であった。

3.調達施策の取組内容
・各メーカーに機器仕様の⾃由度を持たせた上で

競争⼊札を⾏い、機器本体価格にランニングコ

ストおよび付帯工事コストを加算したトータルコ

ストにより評価を実施。

・トータルコストが最安値となる、機器仕様および

発注先を選定し発注。

500kVヤード

変圧器

開閉器

機器本体価格
(仕様合理化
提案含む)

ランニングコスト
(定期点検
部品等)

付帯工事コスト
(据付基礎および

周辺構造物)
＋ ＋

＝ トータルコスト

［事例（設備投資関連費用、修繕費）］総合評価方式

＜取組事例（500kV変圧器、ガス絶縁開閉装置購入）＞
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○資機材、請負工事について、品質を低下させずにコスト低減を図るVE(Value Engineering)
手法による技術提案や、調達方法に関する提案を取引先から募集し、設計や仕様、発注方法
に反映することにより、調達価格の削減を図っております。

1.調達対象の概要
・東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故に鑑み、
以下の要件を満足する緊急時対策所を新設。

（主な要件）
●地震・津波の影響を受けないこと
●十分な対策本部の機能・作業
スペースがあること

●適切な放射線管理を⾏なえること

2.背景・課題など
・これまで当社工事では経験したことのない規模・内容
であることに加え、原⼦⼒の安全性・信頼性の向上に
向けて、早期に取り組む必要があった。
・必要な安全対策を講じつつ調達価格の削減を実施
するためには、他電⼒会社での実績や取引先知⾒を
仕様に反映させることが効果的であった。

3.調達施策の取組内容
・各発電所の本館建屋元施工会社および他電

⼒会社において免震建屋の施⼯実績を有する

取引先より仕様提案を募集。

・自然災害への対策や、建物外観など、優れた

提案内容の仕様の評価、採用。

・仕様提案の評価結果を勘案のうえ、競争発注

を実施。

免震事務棟

［事例（設備投資関連費用、修繕費）］取引先提案（VE等）の活用

＜取組事例（原⼦⼒発電所他緊急時対策所(免震事務棟)建物工事）＞

Value Engineeringとは、
機能とコストの関係から、ものの価値を分
析し、コストを低減させることを主とする活動
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○複数の会社（バイヤー）が集まり、同一品目に対して共同で調達を実施することにより、調達
価格の低減を図っております。

［事例（設備投資関連費用、修繕費、諸経費）］まとめ発注（共同購買）

＜取組事例（蓄電池）＞
1.調達対象の概要
・変電所等における制御機器のバックアップ電源

2.背景・課題など
・当社単独で年間の調達物量をまとめて発注し、ス
ケールメリットによる調達価格の削減効果が確認
できた。
・他電⼒会社においても当社と同様の資機材を購
入していることに着眼し、共同調達の実施による
調達スケールメリットの活用で、さらなる調達価格
の削減に有効と判断。

3.調達施策の取組内容
・複数の電⼒会社が参加し、リバースオークションに
て「総額安値」かつ「各社開始価格を下回ること」
を条件に落札者を決定。
・スケールメリットを最大限に活用することができ、当
社単独で実施する「まとめ発注」を上回る調達価
格の削減を実現。

関⻄電⼒

【従来】
1社単独での
「まとめ発注」

【今回】
参加可能な電⼒会社による

「共同調達」

品目Ａ 品目Ｂ

Ｂ電⼒ Ｃ電⼒ Ｄ電⼒

関⻄電⼒
「まとめ発注」スキームを活用し

共同調達に参加
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